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を紹介し、時間演算(coincidencedetection， time-difference detectionなど)が cpuやクロックなし
でも可能であることを示す。
5.巧妙なエネルギー変換
熱力学第二法則によると、高熱源と抵熱源の逼度差が熱効率を決定する。言い換えると、
等温系では、エネルギ一変換効率はゼロとなるはずである。それに対して、生物の分子機械
は、等温条件下にあるにもかかわらず、高い変換効率で仕事をしている。この謎を、非平衡
散逸条件下での非線形ダイナミクスの視点で解き明かしたい。非平衡条件下では、大吉由度
は集団運動を始め、遅い少数の自由度に運動のモードが縮約される。このことを、非線形の
微分方程式を用いて、簡単に説明する。実際のモデル実験系を示し、揺らぎながら、等温条
件下運動する分子機械が実現可龍であることを示したい。
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